






































































































































































































































































































































































































３） ヨーロッパのいくつかの玩具メーカーが集まり組織化されたEuropean Educationall Groupは、
様々な国の就学前カリキュラムを踏襲し、独自のカリキュラムを考案している。
４） 我妻優美・鉃矢悦朗・佐藤純子・山田修平・村山大樹・金子嘉宏（2017）「子どもの創造的な
遊びを促す海外玩具用『環境構成仕様書』の開発－ラーニングマテリアルを用いた『環境』『表
現』領域の遊びの検証を通じて－」東京学芸大学紀要　芸術・スポーツ科学系69号、113︲
119
５） トイジャーナル2017年４月号　30︲31p
 　IP化する玩具　おもちゃ王国STEMの取り組みについて。おもちゃ王国では教育的玩具の取
り組みを開始している。STEM教育を基にしたイベントを実施し手応えを得ている。教科教育
や幼児教育を意識している。
６） トイジャーナル2017年７月号　64︲65p
 　全国の保育施設に玩具メーカー 50社の商品を供給。という（株）学館教育みらいを特集した
記事内において、蝶々結びを練習できる玩具、保育の現場に足を運び、実際の園で先生が求め
られる商品を供給すること、日々変化する保育の情報を理解することが重要と記されている。
働く母親が増えたことで生活習慣、文字や数などの理解につながる商材に力を入れたいと締め
られている。
７） 上村眞生（2009）保育所における「おもちゃ」の意義に関する研究－対象乳幼児の年齢とお
もちゃの形状からの検討－、酉南女学院大学紀要第13号、53p
８） 笠原広一（2017）子どものワークショップと体験理解　感性的な視点からの実践研究のアプ
ローチ、九州大学出版会、206p
９） 笠原広一（2017）、同207p
10） 笠原広一（2017）、同208p
11） 厚生労働省（平成30年２月）保育所保育指針解説、73p
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